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業績予想修正に関するお知らせ 

 
 
最近の業績の動向を踏まえ、平成 17 年 10月 25日の中間決算発表時に公表いたしました平成１８
年３月期の通期の業績予想を下記の通り修正いたしますので、お知らせいたします。 
 
 

記 
 
 
１． １８年３月期通期業績予想数値の修正（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日） 

(単位：百万円) 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） ４８,５００ ２,０００ １,０００
今回修正予想（Ｂ） ４７,７００ １,７００ ８００

増減額（Ｂ－Ａ） △８００ △３００ △２００

増減率（％） △１.６％ △１５.０％ △２０.０％
（ご参考） 
前期実績(平成 17年 3月期) ４８,７３３

 
２,２３５ ９４４

 
 
 
２． １８年３月期連結通期業績予想数値の修正（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日） 

(単位：百万円) 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） ７０,０００ ４,４００ ２,４００
今回修正予想（Ｂ） ６８,４００ ４,０００ ２,１００
増減額（Ｂ－Ａ） △１,６００ △４００ △３００

増減率（％） △２.３％ △９.１％ △１２.５％
（ご参考） 
前期実績（平成 17年 3月期） ６９,１０１

 
４,１８７ ２,２７９

 
 
５．修正の理由 
当期は新中期経営計画「ネクスト７７１」の中間年に当たることから、目標の実現に向けて

鋭意施策の具体化と実行に取組んでおります。このような位置付けにある当期の業績見通しの

前回との主な変更点は次の通りであります。 
 
(１) 当期の売上高につきましては、連単とも、産業機械部門で売上高が増加したものの、期



  

末に売上が集中する道路安全施設の売上が公共投資縮減の影響により予想以上に減少し

たこと、ワイヤロープ・スチールコードの数量がやや減少したこと等により既公表値を下

回る見込みであります。 
 
(２)  当期の経常利益につきましては、連単とも、ワイヤロープ、スチールコード等の数量の
減少と原燃料の価格アップに加え、公共投資縮減による道路安全施設等の収益悪化等の減

益要因を、産業機械部門の売上増等の増益要因で一部カバーしたものの、既公表値を下回

る見込みであります。 
 

(３) 当期純利益につきましては、連単とも経常利益の減益に加え、昨年６月に払い込んだ中
国のスチールコード会社の資本金に一部為替差損が発生したこと等の要因により既公表

値を下回る見込みであります。 
 
 

                      以上 


